
点数　各項目20点満点
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

8 一般審査員A 16 17 16 17 16 82 短いながらうまい怪談だった。最後、漫画とかに出てくるカッコいい強キャ
ラのようなセリフ。普通は誰にも言わず空き巣に入ると思うのだが。あと、
マジレスすると、警察とかにはいずればれると思うのだが。とにかく、空き
巣に入ったときとかに「誰かに言ってきた？」と聞かれたら、「言ってき
た。めっちゃいろんな人に言ってある」って答えるのが正解みたいです。も
しくは、勢いよく首を「縦に」振るのもいいかもしれない。参考にしてくだ
さい。

8 一般審査員B 5 6 6 5 5 27 マンガや映画でありそうなセリフまわしですね。これを怪談というにはいろ
いろ足りないと思います。

8 一般審査員C 17 15 15 17 17 81 この短文の中にこの恐怖を盛り込むとは！素晴らしい発想だと思いました。
まさか人にダメージを与える側が与えられる側に変貌するとは。しかも、1
番最悪の状況で。空き巣に入られた側の人間は、殺人が趣味なのでしょう
か。それとも、自分の財産を守る方法が究極の選択なのでしょうか。想像す
るのが楽しいです。題名にある「狩り」が答えを見つけるヒントになりそう
です。顔見知りでもなくたまたま出会った相手、殺害しても発覚する可能性
が低い相手、主人公が殺人を繰り返しているであろうことに考察が行き着く
と、この短文がますます恐怖を帯びてきました。

8 青空あかな 狩り 一般審査員D 19 20 18 19 19 95 尖りに尖っている作品。面白い！この短さでぞっとさせていただきました。
8 一般審査員E 14 14 12 17 18 75 本作は短い文章でありながら、恐怖と鮮やかなオチを両立させた完成度の高

い作品だと感じました。空き巣に入った「あなた」が問い詰められる場面は
一気に緊張感を高め、最後の一文によって「殺されることが確定した状況」
へと突き落とす展開は非常に鋭く、読んだあとに思わず唸らされます。余計
な描写を一切排除し、セリフだけで物語を構築しているため、結末の落ち着
きも際立ち、すとんと落ちるような気持ちよさがありました。怖さだけでな
く、シンプルさの中にユーモラスなセンスも感じられ、短編怪談の魅力を凝
縮したような作品でした。

8 青空あかな 狩り 一般審査員F 17 17 16 15 16 81 超、超ショートな作品ですが、怖さはしっかり感じました。空き巣に入った
主さん。その家の主に見つかり、詰問される。この家に空き巣に入る事を誰
かに話したかと問われ、大きく首を横に振って否定する主さん。まあ、普通
は誰にも言わないでしょうね。それを確認した空き巣に入られた家の主、あ
なたを殺しても誰にもバレないって…。いやいや、確かにそうかもしれない
けど。空き巣は犯罪だし、許される事ではないけど、それで殺そうとします
かね？最初から誰かを殺そうと思っていたとしか思えませんね。そう考える
と怖いです。大きな返り討ち、ですね。

8 青空あかな 狩り 一般審査員G 20 18 18 20 20 96 この短さで細かい駆け引きを入れて、尚且つ綺麗に落としているのは純粋に
凄いなと思いました。最初の一読では質問者と回答者の関係が知人のように
思えたのですが、最後のセリフで「ん？」と引っかかって読み返すと、質問
者=家主、回答者=空き巣、ということに気付きます。そして家主はこの空
き巣を亡き者にしようとしている、というかもう既に空き巣は殺られる5秒
前くらいなのかな？というのが「勢いよく首を振る」という部分が演出して
いますね。3行でこの完成度の高さ、素晴らしいです。

8 青空あかな 狩り 一般審査員H 15 15 15 13 16 74 凄いですね、これ。たった三行で完結させてるなんて。怖さ、これはもう空
き巣が立場逆転して今から家主に殺害されるであろう話しの流れです。鋭
さ、主人公に向けられる男の言葉、です。容赦無いですね。新しさ、怪異と
いうより人怖ですが、オチが秀逸です。一気にひっくり返る所が、こういっ
た表現もあるのかと感心させられました。ユーモアさ、と言ってもある種ブ
ラックユーモアと言う解釈にはなりますが、主人公が空き巣に入って高い代
償を払う羽目になる点です。意外さ、結局主人公は殺されてしまうんんだろ
うな、と思いつつ、相手の男が主人公を殺すメリット、目的って何なんだろ
う？という不思議さ、余韻が残る所ですかね。

8 青空あかな 狩り 一般審査員 I 12 11 11 12 13 59 え？？これで終わり？？え？？っていう意外さ（笑）空き巣に入ることを入
られた側は知っていたような会話。そんな訳ないよね？と思いましたがどう
なんでしょ？もう全体的に謎です

8 青空あかな 狩り 一般審査員J 17 18 19 13 19 86 狩る側と思っていたら、実は、狩られる側だったという話を空き巣に置き換
えたとても面白い話だと思った
とても短いにも関わらず、ゾットさせるところもよかった

合計 152 151 146 148 159 756
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1 一般審査員A 16 16 16 16 16 80 ホームビデオのような。本当にホームビデオだったんだね！　これこそホン
トのホームビデオみたいな。自分の動画に自分でコメントして、家族ってい
うのも自分だったらほんとに笑えたと思う。自分にアンチしてんだもん。ま
あ、そういう話じゃなさそうだけど。ところで、誰も見てない動画のコメン
ト欄荒らしてもむなしくない？　意味あんのかな、それ。メンタル病む（病
んでる？）のは荒らした方じゃね？　どんな動画だったんだろう。ちょっと
見てみたい。呪いのビデオかも。

1 一般審査員B 7 8 9 6 5 35 最近のSNSの誹謗中傷を怪談にした話ですね。ショートで怖がらすにはパン
チがやや弱いですね。ショートならガツンとくるオチの方がインパクトが
あっていいと思います。

1 一般審査員C 15 15 18 18 18 84 これは面白い！！新しい発想ですね。ことの発端はSNSで現代的ですが、不
可思議なことはメール→手紙→人の言葉、と、時代を遡って行く。対照的で
とても良いです。怖さは少し物足りないですが、家族が主人公のアンチコメ
ントを口にする時の様子を不気味な描写で追加すると、全体のバランスが取
れてますますよかったのではないでしょうか。ただ、コンパクトに話がまと
まっているのもこの作品の魅力とも言えるので、その辺りは好みのさかな、
とも思います。この方の奇想天外な発想、また作品でお目にかかりたいで
す。

1 誠 荒らし 一般審査員D 17 17 19 18 16 87 現代譚のショート作品は鋭さがあるものが刺さります。これは完全に現代の
「因果応報」といえる内容になっていて面白かったです。一時の快楽で書き
込んだ荒らしコメントは、場合によってはデジタルタトゥーになるという教
訓になるお話でした。コメントを消して逃げるのもよくあることですが、そ
れでも本当に逃げたことにならないという構造もとても良かったです。

1 一般審査員E 8 8 12 10 9 47 動画投稿サイトという身近な題材を取り入れたことで、怪異を自分の身近な
出来事のように感じやすかったです。メール、手紙、家族のつぶやきといっ
た形で異常が段階的に迫ってくる構成は巧みであり、次は何が起こるのかと
自然に想像させられる点も効果的だと思いました。ただし、文章自体の描写
はやや淡白であるため、恐怖の余韻としてはやや弱い印象を受けました。コ
メントの内容に具体的な不気味さを与えたり、家族が繰り返す言葉の異常性
を強調したりすれば、より印象深い仕上がりになったのではないかと感じま
す。ただ、短い文章でうまく身近な恐怖から、異常な怖さへ変化していく文
章構成はこの作品の魅力だと感じました。

1 誠 荒らし 一般審査員F 17 16 17 15 17 82 こんな事が本当に起こったら怖いだろうとは思う。まあ、荒らしをする人の
気持ちはわからないし、わかりたくもないけれど、これは自業自得だと思い
ます。そもそも再生数ゼロ回でおすすめに上がってくる時点であり得ない事
だし、怪しさ満天ですね。荒らしコメントをそっくりそのままメールや手紙
で返される主さん。メールはまだいいとして(いや、良くはないけど)、主さ
んと同じ筆跡で自分が書いたコメントが送られて来る、というのは怖い。そ
して、家族が呟き出した自分が書き込んだコメントと同じ言葉。何かが取り
憑いたのですかね？文字の逆襲だけでは収まらない所に新しさ、意外さを感
じました。

1 誠 荒らし 一般審査員G 15 15 18 16 17 81 これはシンプルに怖くていい話ですね。おかしくなってしまったのは自分よ
り家族という部分が、ホームビデオ=家族の思い出を傷つけたが故の報復と
いう感じがあって良かったです。ネットだからといって人を軽い気持ちで傷
つける行為はよくないという注意喚起的な側面もあって、一粒で二度美味し
い感じがます。画面の向こうの人が亡くなることもある荒らし行為はやめる
べきですね。実際は誰に喧嘩を売ってるかも解らないことですし。

1 誠 荒らし 一般審査員H 15 14 15 13 15 72 怖さ、先ずこれがもし自分の身に起こったら、、と思うとめちゃくちゃ怖
かったです。主人公の安易な行為が自身を追い詰める事になる怪異は不気味
でした。鋭さ、淡々とジリジリ、じわじわ主人公に起こる不可解な出来事の
連続。その過程の鋭さ、良いですね。新しさ、メール→手紙→家族のつぶや
き、とツールが逆行している点が面白く新しい視点だなと思います。ユーモ
アさ、主人公の心情がほぼ書かれて無い事ですかね。原因は自分が動画サイ
トのコメント欄を荒らした事なのに、それに対して、後悔だったり、恐怖
だったり、大して感じてないような。意外さ、結局誰が、もしくは何が起こ
している怪異なのか全く種明かしされていない点です。バッドエンドとも少
し違う。不思議な余韻が残る作品です。

1 誠 荒らし 一般審査員 I 11 12 12 10 12 57 人の嫌がることをしたら自分に返ってくる。しかもどうやって特定したの
か、メールアドレス、住所、家族。現実なのか？悪いことをしてしまった少
しの後悔が幻をみせているのか？どちらにしても後悔してももう遅いって感
じが怖い。

1 誠 荒らし 一般審査員J 15 15 16 17 18 81 動画をみるのが怖くなった。コメントも慎重にやっていく必要があることを
再認識した

合計 136 136 152 139 143 706
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

3 一般審査員A 16 16 15 16 15 78 涼しそうだろ？　じゃねえよ。怖えーよ。生首を模したケーキだったかもし
れない。そういうことにしといてくれ。最初生首が喋ったのかと思ったのだ
が、友人が言ったと知ってほっとした自分がいる。生首が「涼しそうだ
ろ？」って言ってたらユーモアさに加点したと思う。そうなるともしかした
ら怖さが減るかも。てか、本当に生首だったら、こいつはそれでもまだ友
達、、、なのか？　そいつの家から果たして生きて生還できるのだろうか？　
飲み物どころではなさそうだ。

3 一般審査員B 7 7 6 6 8 34 まず、人の家の冷蔵庫を勝手に開ける間柄なのに、人の生首を冷やす家庭な
のを知らないのがおかしいし、初めて行く家なら冷蔵庫を開ける奴がおかし
い事になるし、話自体がおかしいですね。

3 一般審査員C 18 18 15 15 15 81 恐ろしいです。短いコンパクトな文章の中に、恐怖がこれでもかと詰まって
いる。冷蔵庫にわざわざ生首を入れてあるのはなぜなのか。主人公が冷蔵庫
を開けるを確信して家に連れてきたのか、友達は主人公をどうしようと思っ
ているのか、考察しがいがあります。設定は新しくはないですが、友達の異
様な描写がよくできていて、この文字数でも恐怖の塊をすごいスピードでぶ
つけられた感じです。歯茎を出して笑う友人の、なんと不気味なことか。逃
げ出したくなりました。願わくば、主人公が次の犠牲者になりませんよう
に。

3 プリズムおにく 冷えている 一般審査員D 12 15 13 14 15 69 どう捉えたらいい話か分からず何度か読み直してしまいました。オチの部分
で笑ったのが冷蔵庫の男の方だったら怖い、気持ち悪い、で終わったのです
が思わぬところで意外性を出して来られたのが個人的にいい方に作用しな
かったです。子どもとはいえ、友人宅で勝手に冷蔵庫を開けるという傍若無
人さを戒めるための仕掛けなのでしょうか。

3 一般審査員E 18 16 12 12 16 74 怪談における「鋭さ」という要素については曖昧に感じることも多いです
が、本作は確かに鋭さを備えていると感じました。「目が合った」から「見
つめていた」まで一気に読ませ、その直後に冷蔵庫に押し込まれた生首の映
像が鮮明に浮かび上がる構成は見事であり、短い文章で読者に強烈なイメー
ジを植え付けています。冷蔵庫という日常的な場所に非日常を置くことで不
気味さを倍増させ、最後に友人の不自然な笑みを添えることで恐怖を確定さ
せた点も巧みでした。余計な説明が一切なく、想像力を刺激する文章力が際
立っており、短編怪談として非常に完成度が高いと感じます。

3 プリズムおにく 冷えている 一般審査員F 18 17 17 16 17 85 まごうことなきヒトコワですね。飲み物はないかと冷蔵庫を開けたら生首が
入っていた―。それは確かにショックだし、そんなものを見たら固まってし
まうでしょうね。しかも、その生首と目が合ってしまったら…。考えれば考
える程怖い。でも、一番怖いのは友人で、平然と「涼しそうだろ」なんて宣
い、歯茎を剥き出しにして笑うその姿はまさにサイコパスだ。友人だと思っ
ていた人が殺人犯だなんて思いたくはないけど、目の前の生首がそう言って
いる。じゃあ、次に殺られるのは主さんなんでしょうか。恐ろし過ぎる。

3 プリズムおにく 冷えている 一般審査員G 20 20 14 17 19 90 ホラーゲームのジャンプスケアを二段構えでくらったようなお話でした。男
の生首を見た瞬間、時間も空気も止まっただろうとか、きっと友人の笑顔は
とても歪んでいるのだろうとか、色々イメージが沸きますね。「笑って背後
に立っていた」というところで終わっているのもまた緊張感が強く残って良
かったです。立て続けにインパクトのある場面を使っているけど、雑に感じ
させないところがテクニカルだなと感じました。

3 プリズムおにく 冷えている 一般審査員H 10 9 8 9 9 45 怖さ、ラストの友人の不気味さ、ですね。冷蔵庫に生首は某怪談師さんの話
に出てくるので既視感しか無いです。鋭さ、コンパクトにまとまっている
分、文章が淡白に感じます。新しさ、重複しますが前にも何処かで聞いた
よ、このシチュエーション。という所で新しさは感じられません。ユーモア
さ、冷蔵庫の生首と友人の不気味な笑顔。ここの捉え方次第ですかね。意外
さ、すみません、特に無いです。やっぱり「冷蔵庫に生首」はちょっとあり
きたり過ぎます。少なくとも怪奇宴投稿GPを読む人は怪談好きの方ばかり
だと思うので、他の媒体でも怪談摂取してると思うんです。なので、私の様
に感じる方も少なくないと思います。

3 プリズムおにく 冷えている 一般審査員 I 13 12 12 11 11 59 暑い夏の全人類のあこがれ。冷蔵庫の中に入る。涼しそうだろってことは、
物理的に生首が冷蔵庫の中にあるということですよね。胴体は？胴体の行方
を想像するとぞっとします。友達が殺人犯かもしれないのはもっとゾッとし
ますが。二重の怖さ

3 プリズムおにく 冷えている 一般審査員J 18 16 14 15 13 76 ヒトコワの中でも悪趣味な話だと思った。友人の次の行動が主人公に対し
て、どうなるのかがとても気になる終わりとなっていたことは良いと思う

合計 150 146 126 131 138 691
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

6 一般審査員A 16 18 17 17 16 84 自分の抜け殻が愛されている、というのはなんだか哲学的である。自分自身
ではなく、その抜け殻、もう自身には不要であろう抜け殻が愛されるという
のは、色々な想像が働く。まず、人間は脱皮しないように思われるが、この
話における「脱皮」とは、なにかしらのメタファーなのではないだろうか。
そうだとすると、なかなかに深い。蝶になれたことは喜ばしいことなのだろ
うか。今となっては、肯定的に捉えるしかないだろう。胸が高まるって言っ
てるし。

6 一般審査員B 6 7 8 6 6 33 理解するのが難しい話ですね。人が蝶になったのか比喩で天に召された意味
なのか人体実験されてそうなったのかわからないので、分類的に未完成怪談
ですね。

6 青空あかな 抜け殻 一般審査員C 15 16 15 17 17 80 これは怖い！不可思議な現象の怖さと人怖の融合、見事です。この友人のサ
イコパス的な発想と行動力、背筋が凍りつきました。さらに恐ろしいのは、
主人公が決して不快な気持ちでいないこと。むしろ快楽的な気持ちでいるこ
とです。どんな薬を盛ったら、こんな不思議な現象が起こるのでしょうか。
抜け殻収集家という意外性のある設定が、この作品に少し異質な恐怖をもた
らしていると感心しました。体が溶ける夢を見たという表現が、主人公の変
体を感じさせてとても良かったです。その次にくる羽化して蝶になるくだり
を、すんなり受け入れることができました。この作者の次の作品が楽しみで
す。

6 青空あかな 抜け殻 一般審査員D 16 14 17 18 17 82 古典ホラー作品とのコラボ作品のような新しさがあり、とても面白い構成で
した。不気味さもあり、全体的に淀んだ雰囲気が漂っているにも関わらず、
最後の友人の無邪気な笑顔が想像できてしまう気持ち悪さを貫いてくれたの
が良かったです。

6 一般審査員E 12 12 12 12 16 64 「抜け殻を集める」という友人の悪趣味なこだわりから始まり、最後に語り
手が蝶として再生し、眼下で自分の抜け殻を愛でる友人の姿を目にするラス
トまで、一気に読ませる展開が魅力的でした。人間の抜け殻という一見不可
能なテーマを、転生と融合させることで実現させてしまう発想がユニーク
で、意外性も強く感じられます。恐怖と同時にどこか幻想的な美しさが漂
い、単なる怪談には収まらない印象を残しました。短い文章でホラーとファ
ンタジーを併せ持つ余韻を与える点に、この作品ならではの魅力があると思
いました。

6 青空あかな 抜け殻 一般審査員F 19 18 19 17 18 91 最初は変わった趣味の友人の話で、まあ、そういう人もいるか、なんて思い
ながら読んでいたら、そういう蒐集癖って、エスカレートしていくのでしょ
うか、人間の脱け殻とは…。そもそも人間は脱皮や羽化する訳じゃないの
で、脱け殻を入手するなんて無理だろう、と思っていたら、なんと、主さん
が蝶になってしまうという展開になるとは！まあ、正直、主さんの意識が遠
くなった時点で、友人、やりやがったな、とは思いましたが、蝶にされてし
まうとは予想外でした。自分の願望の為に友人を犠牲にしてまで脱け殻を手
に入れるとは怖いですね。それでも、美しい蝶にしたのは唯一の救いかもし
れないですね。全体的に高評価です。

6 青空あかな 抜け殻 一般審査員G 11 12 18 17 13 71 なんだろう、妖怪談のような、異世界の話のような、摩訶不思議なお話です
ね。お互いに喜んでいるようなので、ハッピーエンドなのかな？　怖いか怖
くないかでいうとそんなに怖くないんですが、面白いお話と着眼点だなと思
いました。突飛なお話のわりに頭に入ってきやすいのは、文章が上手だから
かなと思います。飛び立ってしまったのは魂のようなものなんでしょうか。
何を飲ませて、何をしたらそうなるのか気になりますね。

6 青空あかな 抜け殻 一般審査員H 8 8 11 10 12 49 怖さ、トリッキーだとは思いますが、怖くはありません。少し穿ち過ぎで
は？鋭さ、奇怪さは確かにありますが、鋭さとは違うと感じました。新し
さ、人が蝶に生まれ変わらせられる。と言う結末は新しいですね。ただし、
無理筋な印象も拭えません。ユーモアさ、結末部分の、主人公が自分の変異
を受け入れてしまう所、でしょうか。意外さ、そもそも友人はどんな手を
使って主人公を蝶に変えたのか？謎過ぎます。全体的に見て、発想としては
悪くはないと思いますが、説得力に欠けています。読み手に、「嗚呼、なる
ほど！だからそうなるのか！」と思わせるものが無いと、物語は成立しませ
ん。

6 青空あかな 抜け殻 一般審査員 I 13 12 12 13 11 61 その話をする時点で彼を狙っていいるのだろうというのはわかったのです
が、一週間後、彼は蝶に生まれ変わった。元の彼の抜け殻というか、それは
死体なのでは？腐っていって友人の元にそのままのこることはないのだろう
が。死体を抜け殻と称する友達が怖い

6 青空あかな 抜け殻 一般審査員J 15 14 15 12 16 72 人間の抜け殻というものをきて、海外であった人間の死体を集めていた事件
を思い出した。
とても気持ち悪い話だと思う
また虫になって生まれ変わるというところもきれいに書いているがとても気
持ちが悪いと思った

合計 131 131 144 139 142 687
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

7 一般審査員A 16 17 16 17 16 82 魔法の本。学校の図書館に一冊だけ真っ黒でタイトルのない本があって、そ
れを開くと呪われる、みたいな話を軽くしたような怪談。少しメルヘンチッ
クになっているが故に、怖さはあまりない。本を開いたらその場から消えて
しまうのか、本の世界に吸い込まれてしまうのか、それともどこか別の異世
界にとばされてしまうのか、色々な想像が膨らむ。あれ、なんか本が落ちて
るぞ？　古いが装丁は美しい。「……え？これ……」ぱたん。ぼたり。

7 一般審査員B 8 7 7 7 8 37 本の内容が気になりますね。でも見たら吸い込まれて本の中に入るシステム
なんでしょうね。外国の本でそんな感じの話ありましたね。オマージュ怪談
ですかね。

7 バート 本 一般審査員C 14 14 15 13 14 70 わたしの理解度が低く、2回読んで内容がわかりました。装丁が美しいこの
古い本は、本を手に取った人を糧に厚みが増していくのですね。お店の中で
この本が落ちていたら、それは思わず手に取りますね。不思議な本の策略で
しょうか。美しい装丁とは裏腹に、知略に長けた恐ろしい本です。ちょっと
内容がわかりづらくはありましたが、文章が美しいところがわたしは好きで
す。恐怖はあまり感じませんが、妖精に出会ったような不思議な読後を体験
できました。最初と最後が同じ文章なのが、見た目にも内容的にもこの本を
印象付けて良かったです。

7 バート 本 一般審査員D 13 17 18 18 17 83 ファンタジー感あふれる作品で素敵でした。怪談=怖い話、ではなかったと
思い出させてくれる内容でした。本屋さんが不思議なのではなく、本自体に
何かがあるという発想が意外となかったのでユーモアは高めにつけました。
長編作品の冒頭部分のような雰囲気があり、不気味と言えば不気味だけど
「まだ」怖さは感じられないので怖さは低めにつけました。

7 一般審査員E 12 12 12 17 15 68 本作は「物を介して人を巻き込む怪異」という王道の要素をうまく活かした
作品だと感じました。古本屋という身近な舞台で、美しい装丁の本が人を吸
い込み、そのたびに厚みを増していくという発想がユニークで、読み手にも
「自分も巻き込まれるかもしれない」という不安を抱かせます。特に「ぱた
ん」という本の閉じる音と「ことん」「ぼたり」といった落下音の繰り返し
が、リズムを生み出すと同時に不気味さを際立たせています。怖さや鋭さの
評価は中程度ながら、日常的な空間に潜む異常をシンプルに描くことで短編
怪談らしい鮮やかさを備えており、ユーモラスさも含めて印象に残る作品で
した。

7 バート 本 一般審査員F 18 17 18 18 17 88 怖くはあるけれど、不思議なお話ですね。こういうミステリーなお話、好き
です。古本というテーマですが、新しさを感じました。古いが美しい装丁の
本に魅かれるように手に取り、表紙を開き、ページをめくる人物。が、呟き
を残してそこにいたはずの人物が消えてしまう。それを見ていた主さん、ま
さか消えたとは思わず、本を落としたまま立ち去ったと思い、心で悪態をつ
きながらその本を手に取る。そして、先程消えた人物と同じように表紙を開
き、ページをめくる。本が分厚くなっているように感じたのは、本に取り込
まれた人達のエピソードがそこに書き込まれていくからなのでしょうね。発
想が面白いな、と思いました。

7 バート 本 一般審査員G 10 11 15 16 13 65 都市伝説や、魔法の世界みたいなお話ですね。ちょっと状況は違いますが、
昔「みんなの◯た」でやっていた、夜の美術館に行って絵になっちゃった女
の子の歌を思い出しました。刺すような恐怖はあまり感じませんが、不思議
なお話として心に残りますね。実際本屋に行くと何気なくやる行為が、異世
界に取り込まれる引き金になってしまうという発想は面白いと思いました。

7 バート 本 一般審査員H 10 9 11 12 12 54 怖さ、少なくとも怖くは無いです。怪異と言えなくは無いけれど、それより
も不思議な話だと思います。鋭さ、ここも文章のテンポは良くリズミカルで
読み易いですが、反面鋭さには欠けます。古本屋、美しい装丁の本、しかし
もしそれを手にすれば、、という演出です。ユーモアさ、オチが最後は主人
公も巻き込まれて、、で終わる所です。意外さ、見知らぬ本を開くと、開い
た人が消える、という摩訶不思議な現象。異世界へ飛ばされたのか、それと
も本の中に取り込まれたのか？飲み込まれたのか？謎のままの終幕。何かわ
かり易い結末が来るのかと思いきや、でした。

7 バート 本 一般審査員 I 13 12 11 12 12 60 本が人を食べるのか。本の中に入っていくのか。まさか店員さんまでと思っ
てしまった。店員さんならこの本に何かしらあるのは知っていただろう
に。。。人が消えるたびに本のページが増えていってるんでしょうね。なんの
ページなんだろ？本が消した人の顔写真なんだろうか？知り合いの顔があっ
たらめちゃくちゃ怖いなと想像してしまいました

7 バート 本 一般審査員J 14 14 15 12 12 67 古本屋に迷い込んだ誰かが本の世界に入ってしまった？という話だとよくあ
る異世界系だと思う
しかしながら本が人を食ったという考えになるととても怖いと思った

合計 128 130 138 142 136 674
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

9 一般審査員A 16 16 15 16 15 78 何が惜しかったのだろう。最後まで答えきっていたら、何かがあったのだろ
うか。結構怖い目にあったのかもしれないし、子どもの幽霊の（もしくはキ
ツネの）いたずらレベルだったのかもしれない。振り返って確認するくらい
はしてみてもよかったかもしれない。ついでに、本当に子どもがいたら問い
詰めて、「ねえ、何が惜しかったの？　ねえ、教えて？」ってグイグイ絡ん
でいってもよかったかもしれない。いろいろと想像が膨らむ怪談だった。

9 一般審査員B 7 6 8 6 6 33 子供に模した悪霊、悪魔、妖怪の仕業でしょうか、挨拶を返したら意識が
持っていかれる仕組みなんでしょうかね。あと、ショート怪談の誤字はその
時点でアウトだと思います。

9 久太郎 惜しい 一般審査員C 17 15 15 15 15 77 もし、おばあさんと思われる声に最後まで答えてしまっていたら・・・主人
公はいったいどうなっていたのでしょうか。想像するだに恐ろしいです。子
供の霊、あるいは、子供の姿をした何か・・・子供の性質を持っているとし
たら、子供ゆえの残酷さもあるのではないでしょうか。もし、答えてしまっ
ていたら・・・もう一度考えてみましたが、最悪の結果しか思い浮かびませ
んでした。惜しい、とはどういうことなのでしょうか。得体の知れぬものの
世界に引きずり込まれそうです。短い文章の中に恐怖が詰まった作品でし
た。

9 久太郎 惜しい 一般審査員D 16 12 14 17 14 73 スタートがそこそこいい感じに怪談テイストだったにも関わらず、締めの一
文にやや蛇足な感じが出てしまい尻すぼみになってしまった気がしました。
ゲーム感覚でちょっかいを出している何者かの存在と平和な雰囲気のギャッ
プを感じさせるところかと思いますが、一気に鋭さが失われてしまったのが
もったいなかったと思います。

9 一般審査員E 15 15 12 17 18 77 この作品は「無邪気さの残酷さ」を巧みに描いた秀作だと感じました。亡く
なったおばあさんが登場する時点で怪異の兆しはありますが、最も恐ろしい
のはその後の子供の声です。「惜しかったな〜」という言葉には、命を奪う
行為をまるで遊びのように楽しんでいる異様な価値観が込められており、背
筋が凍る思いをさせられます。同時に、クレーンゲームで景品を取れなかっ
たときのような表現を用いることでユーモラスさが加わり、その対比が恐怖
を一層際立たせています。短い文章でありながら、日常の延長に潜む異常
と、無邪気な存在がもたらす残酷さを鮮明に描き、最後まで読み手の想像力
を刺激する作品になっていると思います。

9 久太郎 惜しい 一般審査員F 16 15 15 17 16 79 毎朝、当たり前のように挨拶を交わす相手に声をかけられたら、反射的だっ
たとしても、普通に返事を返すだろう。でも、それが先週亡くなった人だっ
たら―。その事にすぐに気付けるかどうかが大きなカギになるのだろうか。
最後まで返事を返していたらどうなっていたんでしょうか。あの世に連れて
行かれたのでしょうか。もし、あの世に連れて行かれたのだとしたら、ゲー
ム感覚でそんな事をしないで欲しいですね。怖いけれど、ユーモアさは高
かったです。

9 久太郎 惜しい 一般審査員G 12 10 10 11 10 53 死神とエンカウントしてしまった的なお話でしょうか？
背後の声がおばさんのままだったら道連れ系の怪談ぽいなと思ったんです
が、声が子供に変わってるとなると色々選択肢が出てきますね。子供の霊が
道連れにしようとしたとか、死神なのかも？とか、妖怪だったのかも？と
か。九死に一生を得るようなことが日々こうやって転がっているのかもしれ
ないと思うとヒヤッとしますね。

9 久太郎 惜しい 一般審査員H 9 9 10 11 11 50 怖さ、申し訳ないですが全く怖く感じられません。もう少し、子どもの声の
存在の不気味さ、得体の知れなさが欲しいところです。鋭さ、ここも弱い。
文章のテンポが軽やかに感じてしまいました。もっと主人公が追い込まれる
描写が欲しいですね。新しさ、これもさほど感じられません。より何か非常
に良く無い者が、一見無害なものを装う、というのが定番だと思うので、新
しさ、では無いと思います。ユーモアさ、ラストの一見無邪気な子供の声の
存在ですかね。意外さ、主人公が取り込まれる展開では無く、無事で(？)済
んだことでしょうか。個人的にはバッドエンドでも良かったかと。

9 久太郎 惜しい 一般審査員 I 14 12 10 11 13 60 どういうことかな？いつものことって言ってるので、先週亡くなってはいる
けど、そこから毎朝挨拶をされていたが、気にせず挨拶を返していて、今
日、はっと気が付いたのか。それとも子供たちがずっとおばさんの声真似を
していて、気づかず毎日返事を返していたが、今日気づかれてしまったから
惜しかったのか。どっちだろ？ってわからないのが怖いな

9 久太郎 惜しい 一般審査員J 18 15 15 12 12 72 ご近所の方もこの悪意のあるナニカの被害を受けたのかと思わせ、更に主人
公にもナニカは、悪意を向けていたというところが非常に怖かった

合計 140 125 124 133 130 652
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

5 一般審査員A 15 18 15 15 15 78 いいんだか悪いんだか。クリエイターにとってはありがたい話かもしれない
と思ったが、死ぬのはごめんだろう。あと、一流のクリエイターならわかる
と思うのだが、本当にギリギリのところでいつもアイデアと格闘しているの
で、この話は冗談には聞こえない。というか、一流のクリエイターなら、本
当にこのくらい苦しんでいるはずなので、この話は怪談として読めないかも
しれない。実際に広告業界でこんな状況に陥ってる人いそうだね。

5 一般審査員B 8 7 7 6 7 35 何者かに憑依されてアイデアが思い浮かぶんなら徐々に憔悴して行くのはわ
かるんですが1回1回離れてくれるなら自分で今日はやめとこみたいな感じ
で調整できそうだし、違うならただ残業しない日を作ればうまくやっていけ
そうだなと思いました。

5 ねむていぞう 降臨 一般審査員C 15 15 15 15 15 75 じわじわとくる恐ろしさです。このままアイディアが降臨し続けたとした
ら、この主人公はどうなるのでしょうか。想像すると恐ろしい。そこを描か
ず読者に判断を任せたのは、この作品の素晴らしいところだと思いました。
また、賞をもらったり評価されることで主人公の欲が深まっていくところ
は、人間の性の恐ろしさも表現していて良かった。命を削って人々の称賛を
手にする。馬鹿馬鹿しいと言えるのは部外者だからなんでしょうね。取引の
場面は出てきませんが、なんとなく悪魔に魂を売ったのではないか、と思い
ました。読み手にいろんな想像をさせてくれる、楽しい作品でした。

5 ねむていぞう 降臨 一般審査員D 17 18 17 18 16 86 仕事人間としては身を削ってでもいい成果物ができるのであれば、突き進ん
でしまう気持ちは分かります。まさに「何かに取り憑かれた」ように仕事を
している方は強引にでも仕事から離した方がいい、と感じさせてくれるお話
でした。

5 一般審査員E 8 8 8 11 10 45 本作は恐怖を強調するよりも、読後に残る曖昧な余韻を楽しませるタイプの
怪談だと感じました。タイトルの「降臨」が示しているのは、単なるインス
ピレーションの比喩なのか、それとも超常的な存在の憑依なのかは語られ
ず、想像の余地を大きく残しています。寒気や吐き気といった身体的な不調
と、アイデアが次々と湧き出す創造力を結びつける発想はユニークであり、
淡々とした文体がかえって不気味さを強調しています。点数評価上はどうし
ても控えめになりますが、謎を残したまま物語を閉じる潔さが魅力的で、個
人的には印象に残る作品でした。

5 ねむていぞう 降臨 一般審査員F 17 17 18 17 16 85 アイデアに煮詰まった時、感じた寒気と吐き気は霊によるものなのでしょう
か。今から取り憑きますよ、という合図的な？それを過ぎると、アイデアが
次々と浮かんでくるというのはいいけれど、霊に取り憑かれているのだとし
たら嫌だなぁ。疲労だったら気分が悪くなるだけで、逆にアイデアが浮かん
でくる事はないだろうし。幾らいいアイデアが浮かび、それで賞が取れたと
て、体が憔悴してしまっては元も子もない。それでも止められないのは、や
はり何かに取り憑かれている証拠なんでしょうね。でも、その霊にはキャッ
チコピーを生み出す才能があるんですよね。それはちょっと羨ましい。

5 ねむていぞう 降臨 一般審査員G 8 12 15 12 10 57 命を削ってアイデアを出しているという、現代の闇みたいな怖さのあるお話
でした…。もっとオカルトに考えると、アイデアと引き換えに悪魔に魂を売
るようなことを無意識にやっているとか？　もしくはその製作室で元々アイ
デア出ししていた人が死んでいてその人が降りてきてるという線もあるのか
な？　色々なイメージが湧きますね。ただ、「怖さ」だけにフォーカスする
とちょっと伝わりにくいかなと思いました。考える余地がありすぎるので、
読後に「結局なんなのか？」という単純な疑問だけ残ってしまう。この「結
局なんなのか？」という疑問が不安感を煽る疑問ならもっと怖くなったと思
います。

5 ねむていぞう 降臨 一般審査員H 11 11 12 10 11 55 怖さ、起きている現象そのものより、主人公が怪異と共に訪れる恩恵？を自
分の生命が代償にされつつあるのに、なお止められないところです。鋭さ、
代償と引き換えに次々と仕事で成果を出す主人公の高揚感、その様の描写に
鋭さを感じます。新しさ、主人公に影響している者の正体が一切明かされ無
い所です。そこがより不気味さを増しています。ユーモアさ、これをユーモ
ア、と言ってしまうのは適切では無いかも知れませんが、人の欲深さ、業の
深さ、がよく出ている点です。意外さ、重複しますが、結局怪異をもたらし
ている者の正体が分からない所です。

5 ねむていぞう 降臨 一般審査員 I 10 10 10 10 12 52 よく意味が分からなかったのですが？徹夜で仕事をしちゃうから憔悴し
ちゃってるのでしょうが、悪寒と吐き気。そしたら仕事がはかどる。。。どう
いうこと？何こわ？それもわからないところが怖いの？

5 ねむていぞう 降臨 一般審査員J 15 15 17 16 12 75 ワーカーホリックで、降りてくるというやつだと思うが、ブラックユーモア
を思わせるところが面白い

合計 124 131 134 130 124 643

青空あかな 狩り

青空あかな 狩り

青空あかな 狩り

青空あかな 狩り

誠 荒らし

誠 荒らし

誠 荒らし

誠 荒らし

プリズムおにく 冷えている

プリズムおにく 冷えている

プリズムおにく 冷えている

プリズムおにく 冷えている

青空あかな 抜け殻

青空あかな 抜け殻

青空あかな 抜け殻

バート 本

バート 本

バート 本

久太郎 惜しい

久太郎 惜しい

久太郎 惜しい

ねむていぞう 降臨

ねむていぞう 降臨

ねむていぞう 降臨



No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

2 一般審査員A 14 15 15 16 15 75 え。ただの不審者の話では？　それとも何か深い意図があるのか。外にいる
んだから、風ぐらい来るだろ、どっかから。あり得るパターンとしては、不
審者のおじさんはもう死んでて、自治会長の友達だった、これくらいしか思
いつかねえよ。それならそれで、もっと感動的にするとか、他に焦点の当て
方がある気がする。夏祭りっていいよな。情緒がある。今がちょうど9月だ
からちょっと高めに採点したけど、冬だったらもっと低いぞ、コレ。

2 一般審査員B 8 8 6 7 8 37 子供の話をちゃんと聞いてくれる父親で笑いながらわかったって言うのが守
り神と人間の関係の良好さが伝わってくるいい話でした。赤い顔なんで天狗
ですかね。

2 幽幽 一般審査員C 15 15 15 15 15 75 微笑ましい話ですね。わたしは不審者は天狗のような気がしています。もし
当たっていたら、天狗を匂わせる描写が絶妙なバランスを保って、読み手に
考える楽しさを残している高度なテクニックだと思いました。心底震え上が
るような話も好きですが、間にこのようなほっこりする不思議話を読みたい
です。甘いものと辛いものを交互に食べるように、エンドレスで怪談を楽し
めそう。わかりやすい言葉のチョイスで、読みやすいのも好きです。ちょっ
と人間臭い神様的なものが登場するシリーズを、この方に書いて欲しいで
す。

2 一般審査員D 15 13 15 14 16 73 少年時代の夏の思い出としてとても印象的であり、ほのぼのとした不思議な
体験ができてとても羨ましいです。その分、怖さ・鋭さはマイルドになって
いたため点数は低めです。不思議な老人の正体はいろいろ考察できますが、
父さんのリアクションを見る限り良くしている限りは、害を及ぼさない存在
なのだろうという推測もできる終わり方をしているのが良いと感じました。

2 一般審査員E 7 12 12 16 11 58 主人公の視点から見ると、正体不明のおじさんに声をかけられただけの出来
事に過ぎません。しかし、父親がその存在を理解しているような態度を見せ
ることで、背後にある地域の因習や神秘を自然と想像させられ、物語に余韻
を与えています。怖さや鋭さといった点では数値的に高得点とはなりにくい
ものの、「来年は酒を増やせ」という言葉の奇妙さと、父親の笑みの含みが
効いていて、短い文章ながら強い印象を残します。怪異を正面から描かず、
日常の延長にさりげなく忍ばせた構成は魅力的で、個人的にはとても好感を
持てる作品でした。

2 幽幽 一般審査員F 15 15 15 17 16 78 怖いというよりは、ちょっとホッと心暖まるようなお話でした。真っ赤な顔
をして、ボロい甚平のような服装のおじさんはきっと天狗か神様だったので
はないでしょうか。神様はお酒が大好き、とはよく聞きます。そのおじさん
が主さんにだけ見えたのかどうかはわかりませんが、きっと父親が自治会長
だという事もわかった上で主さんを呼び止め、お酒を増やせと伝えたんだろ
うな、と思います。怖さや新しさは正直それほど感じませんでしたが、暖か
さとユーモアさは高かったと思います。

2 幽幽 一般審査員G 10 10 12 17 14 63 お盆でお祖父さんか、ひいお祖父さんが帰ってきてくれたのかな？と考えま
した。お父さんが笑っていたという終わりがなんとも切ないような、心温ま
るような。読む人の記憶とも結びつきやすい「夏祭りの帰り道」という情景
が、感覚を刺激してより強く追体験の要素を引き出しています。すっごく怖
い！という恐怖はないのですが、個人的にはとても好みの素敵なお話でし
た。

2 幽幽 一般審査員H 9 9 10 10 8 46 怖さ、は無いです。牧歌的な雰囲気はあり不思議でもありますが、、恐怖で
は無いと思います。鋭さ、ここも特には。見知らぬおじさん、が現れる前兆
をもっと不気味に描いても良かったかもしれません。新しさ、恐らく土地神
様だろうな、というのを推察するのが容易なため、見知らぬおじさんと、そ
の姿を見た主人公が父親に伝える場面にも、これと言ったか「新しさ」は感
じませんでした。ユーモアさ、おじさんの要望がささやかで、ちょっと可笑
しい。微笑ましい部分もあります。意外さ、はすみません。ほぼ感じ取れま
せんでした。見知らぬおじさんの存在も、要望の内容で正体が分かってしま
いますし。父親の反応からもソレと分かりますので。

2 幽幽 一般審査員 I 13 11 12 12 12 60 酒呑童子？って思ったけど酒呑童子だったら鬼なので、怖いはずだから違い
ますよね。お父さんは笑っていたってことなので、お父さんは正体を知って
いるということで、きっと来年はお酒の種類が増えるんでしょうね。正体が
めちゃくちゃ気になります

2 幽幽 一般審査員J 15 15 16 13 15 74 夏祭りで祀られているナニカだったんだと思わせる面白い話だった
合計 121 123 128 137 130 639

No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

4 一般審査員A 14 15 16 17 16 78 卵が先か鶏が先か。夫婦でもめたのは間違いないが、どっちが先なんだろう
か。まあ、法律的にはNが完全に悪いのだが、奥さんもかなりのことをした
のかもしれない。まあ、Nのふてぶてしさを見るに、奥さんの方に同情した
くなる気持ちはわかる。Nは片づけるときはなんとも思わないのだろうか。
片づけないのだろうか。懲役何年か知らないが、とにかく一度夫婦で話し
合ってみてほしい。というか奥さん、もの投げれるならNを殺すこともでき
るのでは？　なんか殺せない（殺さない）理由でもあるんだろうか。

4 一般審査員B 5 6 6 7 6 30 物を投げられていても、寝てられるのに妻を殺すのがまず疑問ですね。それ
に刑務所の部屋に投げられて危ない物なんてないんじゃ無いですか、あと誤
字があるので添削して出直してください。

4 深山隨園 ヒステリー 一般審査員C 15 15 15 17 17 79 面白いです。思わず笑ってしまいました。この鈍感力、奥様もいたたまれな
いですね（笑）同室の囚人が口を揃えて不満を漏らすほどのポルターガイス
ト、この設定はとても潔くて好きです。一つ気になるのは、こんなにおおら
かなこの囚人が、なぜ奥様を殺害したのか。それがわかる文章が入っている
と、もっと読後がスッキリしました。わたしの勝手な想像では、そもそもこ
の囚人はサイコパスで、身勝手な理由で奥様を殺したのではないかと。そう
だとしたらユーモラスな中にも得体の知れない恐怖が混在したかもしれませ
ん。

4 深山隨園 ヒステリー 一般審査員D 14 13 16 14 13 70 短編作品で誤字は致命的です。しかも冒頭の掴みの部分。内容はユーモアが
あり興味深いものでした。

4 一般審査員E 8 8 8 13 7 44 本作はいわゆる「意味がわかると怖い」系に近い作品で、読み手によってさ
まざまな解釈が可能な点に面白さがあります。Nはすでに妻に殺されている
からこそ眠っているように見えるのか、あるいはN自身がヒステリーを起こ
して物を投げているのか、それとも受刑者たち全員が集団的に幻覚を見てい
るのか。いずれの可能性も考えられるものの、決定的に「これだ」と断定で
きないため、理解できそうでできないもどかしさが読者を引き込みます。恐
怖の強さや鋭さとしては抑えめですが、曖昧さゆえに何度も読み返してしま
う吸引力を持っており、そこに本作の独特な魅力があると感じました。

4 深山隨園 ヒステリー 一般審査員F 16 16 17 17 16 82 亡くなってからもヒステリーで旦那に物を投げつける妻の霊。怖いんだろう
けど、想像するとちょっと笑ってしまう。そんな妻を殺害したNを独居房に
移すことに決まった理由が振るっている、というのは誤字でしょうか？狂っ
ている、の間違い？まあ、房の物をぶんぶん投げられたら危なくて寝てられ
ない、と怒る同室の受刑者達の言い分は尤もだろう。ただ、そんな状況なの
に、一度も目を覚まさずにぐっすり寝るNはそういう事に慣れてしまったか
らなのか、ただただ神経が図太いのか。そんな態度だから奥さんのヒステ
リーは益々エスカレートしていくのでしょうか。でも、この奥さんのヒステ
リーもNには暖簾に腕押し、糠に釘、なんでしょうね。

4 深山隨園 ヒステリー 一般審査員G 6 5 7 5 6 29 冒頭の「振るっている」は「狂っている」の誤字かと思われます。とても残
酷なことですが、その誤字一つで読む気を無くしますし、たったこれだけで
点数は下がってしまいます。特に短編となると文字数が少ないが故に、冒頭
や序盤で誤字脱字が起きてしまうと、後半の巻き返しがなかなか効きにくい
です。慎重に校正して頂ければと思います。お話の内容としては、殺された
奥さんがひたすら可哀想というか、やるせないというか…。常々ヒステリッ
クになってしまったのも、この犯人の鈍感すぎる感性故なのでは？と思って
しまいました。

4 深山隨園 ヒステリー 一般審査員H 9 9 11 12 10 51 怖さ、ここは読み手の怖いと感じるポイントに上手くはまるかどうか次第で
すね。ポルターガイストよりも、それを気にも留めないNの方が怖い、と言
う所でしょうが私には怖く感じませんでした。鋭さ、主人公視点の状況説明
が読み易くはありますが、緊迫感は無く、鋭さには繋がっていません。新し
さ、独居房で起きる怪異、と言う点では新しいと思います。ユーモアさ、死
んだ後もなお癇癪を起こし物を投げる妻と、その妻を殺しておきながら、起
きる現象にも平然としているN。もはやギャグです。意外さ、殺された恨み
で出ているというより、生前から亭主がこんな調子だったから今でもキレ散
らかしてポルターガイストを起こしてる妻、ですかね。

4 深山隨園 ヒステリー 一般審査員 I 12 11 11 11 12 57 あーそれは腹がたちますね（笑）Nからしたら慣れてしまったのかもですが
（笑）独房だったら奥さんももっと激しくやれますね。で、なんで殺し
ちゃったんでしょうね。物を投げられても動じないのに（笑）周りの人だけ
が怖い思いをしているんだなと思ったらクスっとしちゃいます

4 深山隨園 ヒステリー 一般審査員J 14 15 15 18 13 75 ポルターガイストの中でも熟睡できる神経が羨ましいと思わせるユーモアさ
が良いと思った。
よほど恨みがあるんだろうと思う

合計 113 113 122 131 116 595
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

10 一般審査員A 15 16 16 16 15 78 最初、手首の関節かと思ったのだが、まさか手首そのものとは。確かに関節
とは一言も言ってなかった。右手首しか外せないのだろうか。背後には物語
シリーズのような物語がありそうで、想像がいろいろと広がっていく。漫画
のキャラクターみたいな父である。もしかしたら子どもにも遺伝しているか
もしれないから、そのうち右手首が着脱可能になるかもしれない。実は母は
左手首を外せたりして。かなり気になる謎だから、真相は早めに聞いておい
てほしかった。

10 一般審査員B 8 6 7 6 7 34 子供に手首を外せるのを教える意味もわからないし、死んだ時にわかるよう
に手首だけない死体があるって、手首のことを隠してたわけじゃないん
や？ってなりました。誤字が何個かあったのでアウトです。

10 京朔太郎 手首 一般審査員C 15 15 15 15 15 75 恐ろしいというより、とても不思議な話でした。外れたお父さんの右手は、
なんだったのでしょうか。その生々しさから義手ではなさそうですが、結局
なんだかわかりませんでした。可能性は二つ思いつきました。一つはお父さ
んが人間ではなかったということ。二つ目は神や悪魔と契約して、この右手
を入手したということ。お父さんが亡くなった時に右手首が見つからなかっ
たことの理由づけになるかと思います。考察の余地がたくさん残されている
この作品、読後も楽しめました。

10 京朔太郎 手首 一般審査員D 18 19 19 18 17 91 全体的に不思議で、不気味でした。お父さんがなぜそんなことができるよう
になったのかが謎ですが、子どもながらに親から秘密、と言われたら追求す
ることもできなかったのでしょう。ビハインドストーリーが作れそうな短編
でスピード感があり、親子の穏やかな雰囲気と手首の生々しさのギャップ、
オチの後味の悪いさでとてもクオリティが高い作品だと思いました。

10 一般審査員E 12 8 12 10 8 50 本作は、幼少期の父の奇妙な手首の逸話から始まり、ラストに父の死と手首
の不在という衝撃的な展開に至る、印象的な短編怪談です。意味がわかる系
なのか、謎のままで想像の余地を残す系なのかははっきりせず、どちらにも
解釈できる点が独特の余韻を生んでいます。ただ、もう少し描写や心理的な
要素を加えて、読者が手首の謎について想像を膨らませやすい構成にすれ
ば、さらに怖さや印象が強まったのではないかと感じました。短い文章なが
ら不気味さは伝わり、ラストの「見つからなかった手首」という事実で余韻
を残す点は魅力的です。

10 京朔太郎 手首 一般審査員F 17 16 17 16 17 83 最初、父親の右手首が義手なのかと思いましたが、そうではなかったです
ね。仮に義手だったとしても、幼少期にそんな生々しい感じで取り外す様を
見せられたら相当ショックを受けるだろう。そんな幼い頃の記憶の真相を確
かめようとした矢先に父親が亡くなる。まあ、あるあるなパターンではあり
ますが。意外だったのは、自室で亡くなっていた父親の右手首がなかった事
ですね。手首はどこへ行ってしまったのでしょうか。手首は自らの意思を
持って消えたのでしょうか。謎、ですね。誤字がやや目についてしまうの
で、投稿される前に確認を。

10 京朔太郎 手首 一般審査員G 5 4 8 8 8 33 「渡せれた」「手首を温かく」は誤字脱字かと思いますので、校正を頑張っ
てください。他の講評でも述べましたが、誤字脱字は読む気力を著しく削ぎ
ます。特に短編ではかなりの致命的なミスになります。また、これは手首の
みを引き抜いて、輪切りのような状態にして取って見せてくれたというお話
でしょうか？それとも手首から先も含めてマネキンのように取って見せたの
でしょうか？細かいようですが、私には状況が伝わりにくいと感じました。
わかりにくい、伝わりにくい、と感じてしまうと点数は自動的に低くなって
しまいますので、表現方法もよりわかりやすいものであると良いかなと思い
ます。

10 京朔太郎 手首 一般審査員H 8 8 9 8 10 43 先ず、非常に分かりにくいです。何が言いたいのか伝わって来ません。怖
さ、感じられません。手首は外す行為が意味が分かりませんでした。鋭さ、
も感じませんでした。起こっている怪異に緊張感が無いためかと。新しさ、
手首を付けたり外したりする父親、しかし最後に亡くなった時には何故
か、、と言うのは「新しさ」かも知れませんが、なんと言うか話そのものに
説得力に欠けるんですよね。なので、点数はこのようになりました。ユーモ
アさ、前半部分、ここを面白いと思えるかどうか次第だと思います。意外
さ、結局、父親が主人公の前で披露した、手首を外したり、つけたり、の意
味を明かさないまま終わる点です。

10 京朔太郎 手首 一般審査員 I 14 12 12 12 14 64 手品かと思っていたら手品ではなかったことに驚きました。そして行方不明
になった手首が怖かった。そもそもお父さんは手首がなかった人だったんで
しょうか？血がしたたらないとのことだったのでそう思いました。帰る翌日
にお父さんが亡くなったとのことだったので、手首の秘密は聞けたのでしょ
うか。私もその秘密知りたいなと思いました。

10 京朔太郎 手首 一般審査員J 9 9 9 8 9 44 帰る翌日という日本語に気になり、全体の時系列がわけが分からないと思っ
てしまい、残念な話になってしまっている。
しかも、脈絡もないため全体的によくわからない事になっていた

合計 121 113 124 117 120 595
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